
令和６年度「総合的な学習の時間」の全体計画 

１ 本校の教育目標 

一 やさしい人      一 たくましい人     一 よく学ぶ人 

 

２ 三原中における総合的な学習の時間の目標 

探究的な見方・考え方を働かせ、八丈島の人、もの、ことや広い社会に関わる総合的な学習を通

して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えることができるようにするために、以下の

資質・能力を育成する。 

＜知・技＞八丈島の人、もの、ことを広い世界から俯瞰しながら探究する学習の過程において、

課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けるとともに、八丈島の特徴やよさ、課題に気付く。 

＜思・判・表＞八丈島や広い世界の人、もの、ことの中から問いを見いだし、その解決に向け

て仮説を立てたり、調査して得た情報を基に考えたりする力を身に付けるとともに、考えたこ

とを、根拠を明らかにしてまとめ、表現する力を身に付ける。 

＜人間性等＞探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、

持続可能な八丈島を実現するための行動の仕方を考え、たくましく社会に参画しようとする態

度を育てる。 

 

 

３ ３年間を貫く探究課題 

『 八丈島の人、もの、こと ～広い世界から俯瞰して～ 』 

 

４ 探究の内容と学びの構造図 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報活用能力、言語能力、考えるための技法、地域の人材等の活用等  
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第 2 学年 

地域や社会と自分と

の関わりの探究 

 

 

第３学年 

持続可能な八丈島の

実現に向けた探究 第 1 学年 

地域の歴史、文化、

自然、産業等の探究 

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えられる生徒の育成 
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５ 学習計画 

 第１学年（50） 第２学年（70） 第３学年（70） 

探

究

課

題 

「 八丈島の人、もの、こと ～広い世界から俯瞰して～ 」 

地域の歴史、文化、 

自然、産業等の探究 

「八丈島の人、もの、 

  こと」 

地域や社会と自分との 

関わりの探究 

「地域・社会で働く人々」 

持続可能な八丈島の 

実現に向けた探究 

「私たちの島、 

    私たちの未来」 

 

4

月 

 

5

月 

 

6

月 

 

7

月 

 

 

 

9

月 

 

10

月 

 

11

月 

 

12

月 

 

1

月 

 

2

月 

 

3

〇八丈島の自然や歴史、町づ

くりや地域経済、伝統文化、

地域が抱える課題等につい

て調べよう 

・ガイダンス(1) 

・調べ学習、身近な人やもの

の取材（８） 

 

 

〇調査を基に、八丈島の人・

もの・ことと自分との関わり

などについてまとめ、発表し

よう 

・調査のまとめ（５） 

・意見発表会（発表準備３、

当日２） 

 

 

〇地域を探訪し、町づくりや

地域活性化、伝統文化の継承

等のために尽力する人々の

取組を調査しよう 

・校外学習（事前学習８、当

日４） 

 

 

〇調査結果をまとめ、八丈島

の課題解決に向けた取組を

考えて提言しよう 

・まとめ、成果物の作成（８） 

・学習発表会（発表準備５、

当日２） 

 

〇社会のさまざまな職業や

社会貢献、働くことの意味等

について調査しよう 

・ガイダンス（１） 

・さまざまな職業、働くとい

うこと（３） 

・キャリア教室（事前学習６、

当日４） 

 

〇調査を基に、職業や働くと

いうこと、自己の将来と他者

や社会との関わりなどにつ

いてまとめ、発表しよう 

・キャリア教室のまとめ（５） 

・意見発表会（発表準備３、

当日２） 

 

〇実際に職場を体験し、ま

た、職業選択や社会貢献、働

くことの意味等について調

査しよう 

・職場体験（事前学習６、当

日 18） 

 

〇体験や調査を基に、職業や

働くということ、自己の将来

と地域社会との関わりなど

についてまとめ、発表しよう 

・職場体験のまとめ（５） 

・進路学習（３） 

・学習発表会（発表準備３、

当日２） 

 

（・修学旅行の事前学習５） 

〇京都・奈良を探訪し、町づ

くりや地域活性化、伝統文化

を継承する取組等を調査し

よう 

・修学旅行（事前学習９、当

日６） 

 

〇調査を基に、地域活性化な

どに関わる八丈島の諸課題

を、地理的要因や文化等との

関係から整理しよう 

・修学旅行のまとめ（５） 

 

〇八丈島を含めた広い社会

を俯瞰し、諸課題とその解決

策、よりよい社会の実現に向

けた提言等を発表しよう 

・意見発表会（まとめ・発表

準備６、当日２） 

 

 

〇自らの進路や将来のビジ

ョンについて具体的に考え

よう 

・自らの生き方の探究（11） 

 

 

〇八丈島の持続可能な在り

方について探究し、成果物を

作成して発表しよう 

・個別探究、成果物の作成

（20） 

・学習発表会（発表準備５、

当日２） 
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月 ・八丈方言学習（３）、職業講話（１） 

 

６ 三原中の総合的な学習の時間で目指す学習の在り方 

 （１）探究的な見方・考え方を働かせること。 

 探究的な見方・考え方とは、各教科等における見方・考え方

を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して

捉え、実社会・実生活の課題を探究し、自己の生き方を問い続

けるという総合的な学習の時間の特質に応じた見方・考え方

のこと。探究のプロセス（右図参照）で、この見方・考え方を

働かせることが重要である。 

 

 （２）横断的・総合的な学習を行うこと。 

 総合的な学習の時間の探究課題は、特定の教科等の枠組みで完結するものではなく、横断的・総合

的である。その探究課題の解決に向けて、各教科等で身に付けた資質・能力を繰り返し活用・発揮し

ながら取り組むことが、社会で生きて働く資質・能力を育成する上で重要である。ESD カレンダーな

どを作成し、各教科等の単元を関連付ける取組も考えたい（下図参照）。更に、事象を多様な角度か

ら俯瞰して捉えさせるには、単元のみならず各教科特有の見方・考え方と関連付け、自在に扱えるよ

うに育てることが重要である。 

 

 （３）よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくこと。 

総合的な学習の時間においては、自己の生き方を考えることが大切であり、その際、具体的な活動

や事象との関わりをよりどころとし、また身に付けた資質・能力を用いて、よりよく課題を解決する

中で多様な視点から考えることが大切である。また、その考えを深める中で、更に考えるべきことが

見いだされるなど、常に自己との関係の中で見つめ、振り返り、問い続けていこうとすることが重要

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※時間の配分はあくまで仮のものである。実際の指導に際して、生徒の実態に応じて時間を配分し直してもよい。

また、時間割を調整して、適切な時期での活動を図ることも考えられる。 
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７ 評価 

（１）評価は各学期を基本とし、学習の状況、学習に対する態度等について文章で記述する。 

 

 （２）評価規準は次の通りとする。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

八丈島の人、もの、ことを広い

世界から俯瞰しながら探究す

る学習の過程において、課題

の解決に必要な知識及び技能

を身に付けるとともに、八丈

島の特徴やよさ、課題に気付

いているか。  

八丈島や広い世界の人、もの、

ことの中から問いを見いだ

し、その解決に向けて仮説を

立てたり、調査して得た情報

を基に考えたりする力を身に

付けるとともに、考えたこと

を、根拠を明らかにしてまと

め、表現する力を身に付けて

いるか。 

探究的な学習に主体的・協働

的に取り組むとともに、互い

のよさを生かしながら、持続

可能な八丈島を実現するため

の行動の仕方を考え、たくま

しく社会に参画しようとして

いるか。 
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